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北海道開発局北海道開発局

土研新技術ショーケース2015in札幌

情報化施工情報化施工のの
今後の取り組みについて今後の取り組みについて
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平成27年1月15日

北海道開発局機械課長 小松正明

北海道開発局北海道開発局情報化施工の推進情報化施工の推進 （国交省の（国交省の55ヶ年計画）ヶ年計画）

第２章 建設施工の課題と
情報化施工への期待

○建設施工を取り巻く課題
○情報化施工の導入の意義

第３章 情報化施工推進を
巡る現状

○国内外における動向
○前推進戦略の実績と今後の課題

第１章 情報化施工の目指す姿

国土交通省「情報化施工推進戦略＊」の概要 ＊H25～H29の５ヶ年の推進計画を
策定し、H25.3.29に公表
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○情報化施工の導入の意義 ○前推進戦略の実績と今後の課題

第４章 推進戦略期間中における重点目標

○情報化施工に関連するデータの利活用に関する重点目標
○新たに普及を推進する技術・工種の拡大に関する重点目標
○情報化施工の普及の拡大に関する重点目標
○地方公共団体への展開に関する重点目標
○情報化施工に関する教育・教習の充実に関する重点目標

第５章 推進戦略の継続的な実効性の確保

次ページ

５つの重点目標と
１０の取り組み

北海道開発局北海道開発局

５つの重点目標と１０の取り組み

②新たに普及を推進する技術・工種の拡大に関する重点目標

①情報化施工に関連するデータの利活用に関する重点目標

１）情報化施工による施工管理要領、監督・検査要領の整備
２）情報化施工の定量的な評価の実施
３）技術基準類（設計・施工）の整備
４）CIMと連携したﾃﾞｰﾀ共有手法の作成

５）新たな技術や既存の技術を導入し普及する仕組み作り

情報化施工の推進情報化施工の推進 （国交省の（国交省の55ヶ年計画）ヶ年計画）
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③情報化施工の普及の拡大に関する重点目標

④地方公共団体への展開に関する重点目標

）新たな技術や既存の技術を導入 普及する仕組み作り

４）CIMと連携したﾃﾞｰﾀ共有手法の作成（再掲）
６）一般化及び実用化の推進
７）ユーザーが容易に調達できる環境の整備

８）情報発信の強化
９）情報化施工の導入現場の公開や支援の充実

10）研修の継続と内容の充実

⑤情報化施工に関する教育・教習の充実に関する重点目標

北海道開発局北海道開発局

技術
分類

技 術 名 建設機械 対象作業
目標活用率 （黄色＝局内実績）

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

一般化
技術

TSによる出来形管理技術
（土工）10,000m3以上

－ 出来形計測 原則化 原則化 原則化

一般化

TSによる出来形管理技術
（土工）10,000m3未満

－ 出来形計測
６０％

（４３％）
６０％ ６０％

TS･GNSSによる締固め管理
技術

ﾛｰﾗ、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 締固め
１５％

（１０％）
３０％ ６０％

技術 ﾀｸﾞ ﾀﾞ
捲き出し・敷均し・ ６０％ ６０％ ６０％

情報化施工の情報化施工の推進（数値目標）推進（数値目標）
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般化
推進技術

MC技術 ﾓｰﾀｸﾞﾚｰﾀﾞ
捲き出し 敷均し
不陸整正

６０％
（５９％）

６０％ ６０％

MC･MG技術(3D,2D) ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ
捲き出し・敷均し・
掘削・整形

１５％
（１３％）

３０％ ６０％

MG技術(3D,2D) ﾊﾞｯｸﾎｳ 掘削・整形
１５％

（１５％）
３０％ ６０％

実用化
検討技術

TSによる出来形管理技術
（舗装工）

－ 出来形計測 年５件以上／１地整

確認段階
技術

MC技術 路面切削機 路面切削

適した工事があれば実施
MC技術(3D)

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯ
ｼｬ

敷均し

北海道開発局北海道開発局情報化施工の情報化施工の推進（推進（開発局の実施方針）開発局の実施方針）

１．「情報化施工技術の使用原則化使用原則化」を実施する対象工事
《平成25年3月15日付本省通達「国官技第２９１号、国総公第１３３号 情報化施工技術の使用原則化について」による。》

対象技術： 一般化技術・・・ ＴＳによる出来形管理技術（土工）

対象工事範囲
道路土工（掘削工、路体盛土工、路床盛土工）、河川土工（掘削工、盛土工）等の
各施工数量の合計が10,000m3以上であること。
（土工の施工区間が連続しておらず複数に分かれている場合であっても、同様）

２．「使用原則化」以外の技術で発注者指定発注者指定として情報化施工を行う対象工事
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使用原則化」以外の技術で発注者指定発注者指定として情報化施 を行う対象 事

対象技術： 一般化推進技術･･･

対象工事範囲
【河川部門】

１）盛土工事 （堤防盛土工事、防災ステーション等の盛土工事）
２）対象範囲： 盛土量が30,000m3以上、かつ、盛土延長が1,000m以上の工事

【道路部門】
１）舗装工事 （下層路盤・凍上抑制層・路床盛土も含む）

土工工事 （盛土、切土等）
３）対象範囲： 舗装延長1,000m以上、かつ、路盤面積5,000㎡以上の工事

土工工事10,000m3以上の工事

ＴＳによる出来形管理技術（土工：10000m3未満）、

ＭＣ(モータグレーダ)技術、ＭＣ(ブルドーザ)技術、
ＭＧ(バックホウ)技術、 ＭＧ(ブルドーザ)技術、
ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め管理技術

各地整
独自設定

北海道開発局北海道開発局情報化施工の情報化施工の推進（地方公共団体への展開）推進（地方公共団体への展開）

北海道 建設部の取り組み

取り組み方針
平成26年度から5年間の方針を策定

年 度 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

TSによる出来形管理技術
(10,000m3以上の土工を含む工事) 1箇所 10箇所 20箇所 40箇所 一般化

TS・GNSSによる締固め管理技術
（国による普及を踏まえ） 1箇所 10箇所 20箇所
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試行工事
平成26年度 旭川建設管理部管内の河川改修工事（掘削・築堤工）で

ＴＳによる出来形管理技術を試行。

平成27年度 各建設管理部で1件を目処。（ＴＳによる出来形管理技術）

MG・MC技術
（国による歩掛策定を踏まえ） 1箇所 10箇所

（事例研修）

kubota-s22aa
タイプライターテキスト

kubota-s22aa
タイプライターテキスト

kubota-s22aa
タイプライターテキスト
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北海道開発局北海道開発局
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実施工事件数の推移

（11月末時点）

11月末

年度末最終

N＝４２

情報化施工を中止した理由

MCブルドーザ MGバックホウ

TS・GNSS締固め TS出来形管理

MCグレーダ 数量減(対象外)

何らかの理由で
情報化施工を中止！

情報化施工情報化施工の実施状況（工事件数の推移）の実施状況（工事件数の推移）
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H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

10 6 4 3 2 15 5 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現場条件不適合 その他（不明）

機器調達不能
（60%）

条件が合わない
施工量が少ない（48%）

・リース機器が不足？

・発注段階で条件・規模の見極めが不十分？

北海道開発局北海道開発局

0

10

20

30

40
①作業効率の向上

②コスト縮減

③施工品質の向上

④安全性の向上

⑤熟練者不足への対

応

⑥総合評価の加点

⑦工事成績の加点

⑧情報化施工の経

験・人材育成

導入目的（施工前）
H26簡易ｱﾝｹｰﾄ

調査結果より
※複数回答有り

H26簡易ｱﾝｹｰﾄ
調査結果より

※複数回答有りN=40工事

90

19

14

87

26

19

0 20 40 60 80 100

TS出来形（土工）

MC(グレーダ)

TS・GNSS締固め

技術別導入件数
（11月末時点）

H25.11月末(N=169)

H26.11月末(N=177)

情報化施工情報化施工の実施状況（導入目的と効果）の実施状況（導入目的と効果）
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応

0

10

20

30

40
①作業効率の向上

②コスト縮減

③施工品質の向上

④安全性の向上

⑤熟練者不足への対

応

⑥環境影響の低減

⑦特になし

⑧その他

導入効果（施工後）
N=40工事
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MC(ブルドーザ）

MG（バックホウ）3D

MG（バックホウ）2D

MG(ブル)

TS出来形（舗装）

その他

北海道開発局北海道開発局

Ｑ．各取り組みに対して、要望の高低を5段階
評価でお答えください。

① 技術の導入効果を分析・評価し、定期的に公表

② 現場の適用条件や判断基準を明確化

③ 計測精度の向上（位置計測など）

④ 出来形データ（施工管理データ）の他業務での活用

⑤ データ改ざんの防止策
3 0

3.5 

4.0 

4.5 

5.0 

５段階評価の平均ポイント
（n=32工事）

Ｈ２５アンケート調査結果より

情報化施工情報化施工の実施状況（課題、施工者の要望）の実施状況（課題、施工者の要望）
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⑥ 機器類の容易な調達環境（台数、価格）の整備

⑦ 技術者の育成、教材の充実

⑧ 入札・契約における改善

⑨ 検査方法の見直し

⑩ 機器類やソフトについての機能の拡張

0.0 

0.5 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

②、⑥の意見

北海道開発局北海道開発局情報化施工情報化施工の実施状況（課題、施工者の要望）の実施状況（課題、施工者の要望）

②現場の適用条件や判断基準を明確化 の主な意見

【ＴＳ／ＧＮＳＳによる締固め管理】

 短期施工で終了する工事と長期施工では差異が生じるため、歩掛の
検討をしてほしい。

【ＭＧバックホウ、法面整形】
 施工条件によって工程が左右される現場（他工区からの搬入や、

納期の長い購入土等）では、リース価格が高いため採算が合わない。

【 バ クホウ 掘削 法 整形】
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【ＭＧバックホウ、掘削・法面整形】

 掘削（土砂）のみＭＧ対応になっているが、法面の途中から土質の変化
（土砂→軟岩）がある場合、法面の途中からＭＧ対応でなくなる。

1:1.2の法面に丁張りを設置することは困難なため、現場条件に合った積算をしてほしい。

【Ａｓフィニッシャ・ＭＧグレーダ、 舗装工・路盤工】

 既知点の移動を200～300ｍ毎に実施しなければならず、人手が必要な
ことが道路工事で使用する場合の改善点。

 一方的に規模で完全施工するのでは無く、「新技術活用」のように効果の
確認等まで行い、加点の対象にすべき。
（受注者側の意欲がわかない）

北海道開発局北海道開発局情報化施工情報化施工の実施状況（課題、施工者の要望）の実施状況（課題、施工者の要望）

⑥機器類の容易な調達環境（台数、価格）の整備 の主な意見

 制度・基準等がたびたび変更されるため、何年使用できるかわからない高額
な測定機器類の購入について、現在の経営環境では踏み切れない。

 全体的に台数が不足しているため調達が困難である。
価格が高いため、現場の負担になる。

 リース費用が高いため、人員を減少してもコスト縮減まで至らない点が
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今後の課題と考えます。

 コスト面では実勢価格と設計価格とに開きがあり、今後改善を希望する。

 まだまだ機器類の価格が高く、導入時は技術管理費等で変更できないか。
特に、他工事との輻輳などで工期がズレ込むとコストが増大する。

北海道開発局北海道開発局

国がイメージする情報化施工（TS、MC、MG）の範囲では

事業者のトップや推進する立場の人の意欲に差がある
デメリットを冷静に見つめながら、赤字にならないようにしつつやってみる立場。
多少のデメリットはあれど、やってみなければその先の発展や改善要素がつかめ
ないから、まずはやってみようという立場。
自ら進んでやってみるインセンティブには欠けている。引き続き、国や地方自治体
が主導して経験を増やし、トータルメリットを増やすよう改良を重ねる必要。

 工事規模が大きくて単純であればメリットが出るが、小規模・複雑だとメリットが発現
しにくい

北海道における情報化北海道における情報化施工施工の今日的現状①の今日的現状①
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しにくい
周到にお膳立ができて、一気に施工できるなら有利だが、不測の事態が発生して
工程が狂うとリース料などのコストに大きく跳ね返るリスクを感じる。

機材が不足、高いことから利益という点で劇的な効果が少ない。
将来の労働者不足への切り札となるかどうかには懐疑的。単純労働者は減らせ
たとしても、より高度な技術を持つ技術者が要求され、そちらの人材調達はより
困難かも知れない。

 出来形・品質管理要領が、情報化施工にとって必ずしも有利になっていない
出来形管理のあり方をデータを活用して簡便化する流れ （推進戦略3-3、3-5）
業界の要望を細かく聞き取る必要がある

 若年オペレーターの技能向上のために、MGから入るというのは早期育成上効果的
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北海道開発局北海道開発局
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北海道開発局北海道開発局

国がイメージする以外の自主的情報化施工として

工事情報のデータ化は、施工合理化に加えて出来形管理・品質管理面で現場代理
人の業務改善に繋がる可能性を感じる
具体的なコスト削減効果は捕まえられないが、現場代理人の業務軽減に確実
に繋がっている。

民間の様々な発想やアイディアが施工合理化や品質向上に繋がる事例は想像以上
に多く、各種機材やアイディアの積極的な導入が求められる。

【その他のICTを活用した効率化事例】
 MGバックホウに攪拌ヘッダーをつけて地盤改良工事を行うと 位置の把握と攪拌

北海道における情報化北海道における情報化施工施工の今日的現状②の今日的現状②
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 MGバックホウに攪拌ヘッダ をつけて地盤改良工事を行うと、位置の把握と攪拌
回数の管理が出来て品質管理が非常に効率的に行えた事例。

 ダンプにGPS装置をつけ、運行監視や注意箇所の音声ガイドなどで、安全確立と
現場管理に効果をもたらしている事例。

工事施工を効率化してメリットを社会に還元することは
我々に課された重要な使命。

今後とも、情報化施工を推進するなかで課題を解決し
て行きたい。






